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1. イントロ 

ＮＧＣ２０５＝dwarf elliptical の中心部には明るく青い星が多い。 Baade 1951, Hodge 1973 

           --> 最近の星形成？ 

中心部の明るい赤い星 

５－９Ｍｏで第 1ＲＧＢか、  ――＞ 青い星が進化したもの。――＞星形成は最近の一回のみ。 

１．３－３ＭｏでＡＧＢか    ――＞ ＳＦは継続してきた。  ――＞ＡＧＢ／ＲＧＢからＳＦＨ 

Ｃ星ならＡＧＢ。しかし、広帯域フィルターではＣ/Ｍの区別がつかない。 

Ｗｉｎｇ、Ｒ．Ｆ．（１９７１）の８色（巾１００Ａ）システムなら。 Contrib.Kitt Peak Natioanal Obs. 554, 145-153. 

 7100 フィルター ＴｉＯγ （０，０）バンド。 

 7800 フィルター ＴｉＯ（Δ ν ＝－１）バンド。炭素星には連続光。 

 8100 フィルター 弱いＴｉＯバンド。ＣＮ（Δ ν ＝＋２）バンド。 

――＞            Ｍ星 Ｃ星 

（７１－７８） 大（０．１赤い。７１吸収強い） 小（０．２）  

 （８１－７８） 小（０．１青い） 大（１．０で青い。強いＣＮ吸収） 

＃＃ ７８－８１でなく、８１－７８を使うので、青いと上がる。 

観測  １９８３ ＣＦＨＴ  Ｍ３１、Ｆｏｒｎａｘ  ２フィールド、  ＮＧＣ6822, Ｍ９２，ＮＧＣ２０５ １フィールド 

               狭帯域フィルター  １時間、  広帯域フィルターは ５分  ＝＝＞表 1にデータ 

測光較正 （アパーチャ測光 ７から１０ピクセル半径環のＭＯＤＥ＝スカイ） 

 広帯域 Ｍ９２の６星（Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ １９８３）――＞Ｃｏｕｓｉｎｓ Ｓｙｓｔｅｍ（Ｂｅｓｓｅｌｌ１９７９） 

  (V-R)=0.915(v-r)+const, V=v-0.134(V-R)+const.   v,r = 装置等級 

 狭帯域 較正はできない。Ａ０型でカラー＝０となるようにした。 

 

図１ ＮＧＣ２０５の中心部の星。横帯は（Ｖ－Ｉ）＜１の早期型星で決定。比較に Ｆｏｒｎａｘ，銀河系Ｍ４巨星。 

ＩＩ．（８１－７８）対（Ｖ－I）  

（Ｖ－Ｉ）＜１．０ Ｂ－Ｋ型の１０星。吸収がないので図中で水平に伸びる。±２σ の帯を図 1に描いた。 



  ＜（８１－７８）＞＝０．５２±０．１１   ？ Ａ型でカラー＝０にしたんじゃ？ 

  赤い星（Ｖ－Ｉ）＞１で帯内はたぶん早期Ｍ型星 

帯の上 7星。強いＣＮバンド。比較のため Ｆｒｏｇｅｌ ｅｔ ａｌ １９８２による炭素星とＭ型星を加えた。 

帯の下 ７８の強いＴｉＯバンド。○はＦｒｏge et al ではＭ４とされた。が、Ｖ－Ｉと（８１－７８）からは 

  もっと早期Ｍ０に思える。 

ＩＩＩ．（７１－７８）対（８１－７８） 

紛れ込みによる不確かさを考えて、（Ｖ－I）との適合性の良いものを 2色図にした。 

 

図 2 ＮＧＣ２０５の狭帯 2色図。 Ａ，Ｋ，Ｍ，Ｃとあるのは比較用銀河系天体。 

この図でも 7つのＣ星候補はＣ星領域にある。また、かなりの数の晩期Ｍ型星がＮＧＣ２０５には存在することが分かっ

た。いくつかはＭ５くらい。 

ＩＶ． 炭素星とＭ型星の統計。ＮＧＣ２０５のメタル 

Ｂｌａｎｃｏ，Ｂｌｏｎｃｏ，ＭｃＣａｒｔｈｙ１９７８ではバルジ、ＬＭＣ、ＳＭＣのＣ星/晩期（＞Ｍ６）Ｍ型星の比がメタルと年齢で大

きく変わるとされた。 

ＮＧＣ２０５にはＭ６より晩期型の星候補はないので、この議論を直接使えない。 

――＞Ｃ星/（＞Ｍ２）星で代用する。 

表 2に局所群銀河についての統計をまとめた。ＮＧＣ２０５では図 2で（８１－７８）＜０．３、（７１－７８）＞－０．１の 

２１星をＭ２より晩期とした。これらは、Ｉ＝１９．５－２０．５， （Ｖ－Ｉ）＞１．８である。一方、ブランクフィールドにはこの 

ような星が７個ある。ただし、さきの 21 星はＭ２＋の半分くらいと思われる（怪しいのを落としたから）背景補正を４とし

て、（なぜ２＊２１－７＝３５にしないか不明）２１－４＝１７、Ｃ／Ｍ＝７／１７＝０．４１． 

ＮＧＣ２０５のメタルはＬＭＣとＳＭＣの間くらい？ 



 

表 2． 局所群銀河のメタル量と （Ｃ星/Ｍ星）比 

 

Ｖ．ＮＧＣ２０５までの距離 

ＢａｒＷｅｓｔで炭素星は、＜ＩＪ＞＝１３．３５±０．４６、＜Ｖ－ＩＪ＞＝３．０１±０．２１ 

ＤＭ＝１８．６、Ｅ（Ｂ－Ｖ）＝０．１７――＞ＭＩ＝－４．９１ （これはＣｏｕｓｉｎｓ Ｉに注意） 

7つの炭素星は＜Ｉ＞＝１９．７４±０．４０、減光補正して＜Ｉo＞＝１９．５５±０．４０ 

――＞ＤＭ（ＮＧＣ２０５）＝２４．５ 

ただ、炭素星平均カラーが１．９１（ＮＧＣ２０５）で２．４０（ＬＭＣ）、２．２３（ＳＭＣ）よりだいぶ青いのが？ 

ＶＩ．広帯域 2色図 

ＮＧＣ２０５は同じＲ－Ｉに対し、Ｖ－Ｉがやや青い。これはメタルが少し低いことの反映である。 

ブランクフィールドの図 4は銀河系によくあう。したがって、この 2色図はメタルを反映すると考えられる。 

 

図 3 ＮＧＣ２０５領域の 2色図                  図 4 ブランク領域の 2色図 

 実線は銀河系巨星（Ｇ７ＩＩＩ－Ｍ４．５ＩＩＩ）＋Ｅ（Ｖ－Ｉ）＝０．１５ （Ｂｅｓｓｅｌｌ １９７９） 

ＶＩＩ． ＣＭＤ 

図 5には表１のＣＭＤを描いた。比較のために銀河系の星を載せた。（ｍ－Ｍｏ）＝２４．４， Ｅ（Ｂ－Ｖ）＝０．１１ 

図の重要な特徴は、赤色超巨星がないことである。――＞Ｍ＜９Ｍｏしか存在しない。 

             （２） セファイドストリップに星が２つある。比較フィールドにはない。 

――＞セファイド？  ５－７Ｍｏ 

青い明るい星が存在することは知られているので、それらが進化したものだろう。 

露出時間が５分と不足でＡＧＢチップしか見えず、誤差も大きい。 



Ｉ≒２０の星＝（１．３－３）Ｍｏ炭素星＋（３－７）ＭｏＭ型星。 

最も青い炭素星の青い側は（５－７）ＭｏのＲＧＢかも知れない。 

 

図５ ＮＧＣ２０５の Ｉ，（Ｖ－Ｉ）色等級図。○印は炭素星候補。比較の星は銀河系セファイド、Ｍ巨星、Ｍ超巨星、 

   ４７Ｔｕｃ、理論的第１ＲＧＢ 

 

図６ 比較領域   セファイドはない。 

 

 



ＶＩＩＩ 星形成史 

星の寿命をＢｅｃｋｅｒ，Ｉｂｅｎ，Ｔｕｇｇｌｅ１９７７から取ってきて、星形成の見積もりを行った。 

 

表５ ５－７Ｍｏの星の数と理論寿命 

 

５Ｍｏの星で、コアＨｅ燃焼（ＲＣのことか？）：セファイド：ＲＧＢ＝２３：１：５ （モデル） 上の表のどこ？ 

                                      ＝３１：１：７（ＮＧＣ２０５） 

で一致が良い。これはよく分からない。特に上の数字 



 


